
第8回JRRN河川環境ミニ講座(2011.8.31)

日本河川・流域再生ネットワーク(JRRN) 1

2011. 08. 31

한국농어촌공사 농어촌연구원

農林水産食品部 韓国農漁村公社 農漁村研究院 中央内水面研究所

전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

研究概要及び推進体系22

研究背景11

目次

2

33

研究概要及び推進体系

55

研究内容

2次年度研究内容

2/17

44 研究結果

1. 1. 研研究背景究背景

전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

国内国内 河川の河川の 洑洑 18,32118,321個所個所

 洑洑 及び及び 魚道魚道 設置現況設置現況 資料未備資料未備

国内国内 河川の河川の 洑洑 18,32118,321個所個所

 洑洑 及び及び 魚道魚道 設置現況設置現況 資料未備資料未備

魚類移動に障害になる洑の調査を通じて魚類移動に障害になる洑の調査を通じて

1. 1. 研研究背景究背景
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国内河川の魚道設置及び管理方案用意

 河川生態系安定及び内水面漁業資源の活

性化企図

国内河川の魚道設置及び管理方案用意

 河川生態系安定及び内水面漁業資源の活

性化企図

魚類移動に障害になる洑の調査を通じて

 洑 及び 魚道 問題点 把握

魚類移動に障害になる洑の調査を通じて

 洑 及び 魚道 問題点 把握

2/17

2. 2. 研研究究概概要及び推進体要及び推進体
系系

전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

課題名課題名 全国魚道実態調査及び DB構築研究

과제명과제명 2010. 3月 ~ 12月研研究期間究期間

研研 究究 概概 要要

2. 2. 研研究究概概要及び推進体系要及び推進体系
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1,300百万ウォン研研究費究費

全国 国家河川及び地方河川の洑, 魚道空間的範空間的範囲囲

民官共同研究研研究方法究方法
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전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

第 1 詳細責任

農漁村研究院
第 2 詳細責任

中央内水面研究所

研 究 推 進 体 系

協約締結

総括
韓国農漁村公社
農漁村研究院

2. 2. 研研究究概概要及び推進体系要及び推進体系
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漢江・金江圏域
調査管理

洛東江・栄山江
蟾津江圏域 調査管理

魚道利用 魚類生態
及び移動特性 調査

国家魚道
情報システム構築

全国魚道実態及び DB構築研究

전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

研究機関 : (株) Billian21

研究内容 : 魚道 DB 入力システム開

研究機関 : (株)善導 Soft

研究内容 : 国家魚道情報h

2. 2. 研研究究概概要及び推進体系要及び推進体系
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研究期間 : 2010. 8. 11 ~ 12. 27

研究内容 : 魚道 DB 入力システム開
発

研究内容 : 国家魚道情報homepage
及びシステム運営

研究期間 : 2010. 8. 11 ~ 12. 27

対国民 魚道 総合情報サービス可能

전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

洑/魚道

調査
魚道及び

魚類生態研究

2010年 韓韓国国

研 究 意 義

2. 2. 研研究究概概要及び推進体系要及び推進体系
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国家魚道

情報システム構築

(NFIS)

韓国型

魚道開発

2010年
2011年 以後

韓韓国国

魚道魚道研研究の究の

集大成集大成
魚道技術

総合情報

システム構築

3. 3. 主要主要 研研究究内内容容

전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

全全国国魚道魚道実実態の調査態の調査

 調査圏域 : 全国 5大江圏域

(漢江・金江・洛東江・栄山江・ 蟾津江 圏域 )

3. 3. 主要主要研研究究内内容容

 調査対象 : 全国 国家河川, 地方河川

圏 域 最初 変更 増減率 (%)
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 調査内容

- 洑の特性, 魚道 有・無

- 洑及び魚道 評価

- 問題点指摘及び改善方案 用意

5大江 圏域 18,319 38,679 210

11,482

6,831

5,1153,719

9,532

전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

現場調査表現場調査表((洑洑, , 魚道魚道))

3. 3. 主要主要研研究究内内容容
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전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

国国家魚道情報システム構築家魚道情報システム構築(NFIS)(NFIS)

 システム構築 : 農村用水総合情報システム(RAWRIS)

3. 3. 主要主要研研究究内内容容

https://rawris.ekr.or.kr/
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4. 4. 研研究結果究結果

전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

20102010年全年全国国魚道魚道実実態調査結果態調査結果

4. 4. 全全国国魚道魚道実実態調査結果態調査結果

 全国の洑及び魚道現況

漢江 錦江 洛東江 榮山江 蟾津江 総計

洑 6,995 7,516 12,350 2,459 5,052 34,012

魚道 1,302 807 1,605 492 875 5,081

設置率 (%) 18.6 11.3 13.0 20.3 17.3 14.9

15

12,350

7,516

5,0522,459

6,995

전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

 全国に設置された魚道の形式 : 5,081ヶ所対象

- 道壁式 29%, 階段式 20%, Iceharbour式 8%, Vertical slot式 1%

- 河川設計基準 非遵守 魚道 42%

4. 4. 全全国国魚道魚道実実態調査結果態調査結果

20102010年全年全国国魚道魚道実実態調査結果態調査結果
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전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

 圏域別 主要 魚道形式

<漢江圈域> <錦江圈域>

4. 4. 全全国国魚道魚道実実態調査結果態調査結果

20102010年全年全国国魚道魚道実実態調査結果態調査結果
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- 魚道 : 1,302個所

- 階段, 道壁式 43%

- 非遵守 57%

- 魚道 : 807 個所

- 階段, 道壁式 82%

- 非遵守 16% 

전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

圏域別 主要 魚道形式

<洛東江圈域> <榮山江圈域> <蟾津江圈域>

4. 4. 全全国国魚道魚道実実態調査結果態調査結果

20102010年全年全国国魚道魚道実実態調査結果態調査結果
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- 魚道: 1,605個所

- 階段, 道壁式 50%

- 非遵守 49%

- 魚道: 492個所

- 階段, 道壁式 75%

- 非遵守 23%

- 魚道: 875個所

- 階段, 道壁式 60%

- 非遵守 39%
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전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

 国内魚道の問題点

- 形式以外の非遵守魚道設置

- 魚道入口と出口の落差及び堆積

- 魚道内部の堆積及び破損

- 魚道 急勾配

①

②

③

④

②

4. 4. 全全国国魚道魚道実実態調査結果態調査結果

20102010年全年全国国魚道魚道実実態調査結果態調査結果
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①

③④

전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

国国家魚道情報システム構築家魚道情報システム構築(NFIS)(NFIS)

 システム構築 : 農村用水総合情報システム(RAWRIS)https://rawris.ekr.or.kr/

4. 4. 全全国国魚道魚道実実態調査結果態調査結果
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전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

国国家魚道情報システム家魚道情報システム(NFIS)(NFIS) 機能改善機能改善

4. 4. 全全国国魚道魚道実実態調査結果態調査結果
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5. 25. 2次年度次年度 硏究內容硏究內容

전국어도실태조사 및 DB구축 연구 최종보고

国国家魚道家魚道総総合管理体系構築合管理体系構築研研究究

5. 25. 2次年度次年度 硏究內容硏究內容

 韓国型 標準魚道 技術開発の多様化

 構造物 魚道だけでなく自然型魚道 技術開発

 河川別特性に相応しい魚道 技術開発

 国家魚道情報システム(NFIS) 維持管理
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 国家魚道情報システム(NFIS) 維持管理

 魚道情報の持続的な維持管理及びアップデート

 持続的な国家魚道モニタリング体系構築

 持続的な魚道実体把握体系構築

 国家魚道管理のための制度的整備用意

ありがとうございますありがとう います


